
②
樹
林
地
・
農
地
を
め
ぐ
る
市
民
・
地
権
者
と
行
政
の
新
た
な
関
係
を
求
め
て

■
江
成
卓
史
・
田
並
静
・
大
倉
佳
直
・
吉
武
美
保
子

１
一
空
洞
化
が
進
む
郊
外
部
の
緑

　
横
浜
市
内
に
は
、
市
域
面
積
の
1
4
％
に
あ
た
る
６
、

０
７
０
h
a
の
樹
林
地
と
農
地
が
分
布
す
る
。
1
9
7

0
年
の
１
０
、
６
５
７
h
a
に
比
べ
六
割
以
下
に
減
少

し
て
お
り
、
今
日
も
そ
の
程
度
は
衰
え
た
も
の
の
、
減

少
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
か
ら

バ
ブ
ル
経
済
の
時
代
に
か
け
て
、
減
少
の
最
大
の
要

因
は
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
転
換
で
あ
る
が
、
近
年

は
経
済
成
長
の
減
速
に
つ
れ
て
開
発
・
転
用
の
圧
力

が
減
じ
る
一
方
で
、
樹
林
地
の
管
理
不
足
に
よ
る
荒

廃
化
や
農
地
の
耕
作
放
棄
に
よ
る
不
耕
作
地
化
―

い
わ
ば
緑
の
土
地
利
用
の
空
洞
化
が
郊
外
部
を
中
心

に
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
横
浜
市
は
、
「
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
（
注
２
）

を
市
域
面
積
の
2
0
％
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

お
り
、
地
区
指
定
等
に
よ
り
担
保
さ
れ
た
緑
の
拡
大

に
努
め
て
い
る
。
人
の
手
で
維
持
・
利
用
・
管
理
さ

れ
る
こ
と
で
、
樹
林
地
や
農
地
は
本
来
の
緑
の
多
面

的
機
能
を
発
揮
で
き
る
。
農
地
は
耕
作
さ
れ
る
こ
と

で
、
樹
林
地
は
間
伐
や
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
緑
の
質
も
、
右
の
と
お
り
生

産
の
担
い
手
や
管
理
労
力
の
不
足
に
よ
り
、
低
下
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
横
浜
市
の
樹
林
地
・
農
地
の
保
全
と

活
用
に
お
い
て
、
行
政
が
市
民
や
農
家
・
地
権
者
と

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
保
全
を
は
か
ろ
う
と
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
緑
の
資
源
・
資
産
を
未
来

に
継
承
す
る
た
め
の
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
事

例
に
関
わ
る
市
民
団
体
と
市
職
員
と
の
討
論
に
よ
り

展
望
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
。

２

樹
林
地
を
め
ぐ
る
市
民
と
土
地
所
有
者
の

協
働

①
―
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
支
援
要
綱
の

　
　
制
定

●
背
景
～
制
定
後
の
成
果

　
緑
政
局
は
こ
れ
ま
で
、
市
民
か
ら
樹
林
地
で
保
全

活
動
が
し
た
い
と
い
う
要
望
に
対
し
、
「
森
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
」
の
講
座
や
グ
ル
ー
プ
育

成
・
支
援
な
ど
の
個
別
メ
ニ
ュ
ー
で
対
応
し
て
き

た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
既
存
事
業
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
ほ
ど
、
森
づ
く
り
活
動
団
体
の
相
談
件
数

が
増
加
し
た
。
こ
の
声
を
形
に
す
る
た
め
に
、
今
ま

で
の
事
業
で
得
た
経
験
を
踏
ま
え
、
「
手
入
れ
を
必

要
と
し
て
い
る
樹
林
地
」
と
「
手
入
れ
活
動
を
し
た

い
市
民
」
を
つ
な
ぐ
制
度
と
し
て
、
平
成
1
4
年
1
0
月

に
「
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
育
成
・
支
援
要

綱
」
を
制
定
し
た
。

　
市
民
は
、
「
市
民
の
森
」
（
注
３
）
な
ど
で
、
公
開

さ
れ
て
い
る
散
策
路
や
広
場
を
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
市
民
に
樹
草
刈
り
や
樹

木
の
手
入
れ
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も
、

土
地
所
有
者
の
丁
解
か
必
要
で
あ
る
た
め
、
実
現
は

容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
２
者
を
仲
介
す
る

制
度
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
同
要
綱
が
創
設
さ
れ

た
。
ま
ず
市
民
グ
ル
ー
プ
を
「
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
」
と
し
て
登
録
し
、
そ
の
団
体
が
「
市
民

の
森
」
等
で
保
全
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
横
浜
市
が

土
地
所
有
者
に
活
動
の
同
意
を
得
る
と
い
う
し
く
み

で
あ
る
。

　
要
綱
制
定
か
ら
５
か
月
が
経
過
し
、
平
成
1
4
年
度

末
ま
で
に
「
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
の
登

録
数
は
1
1
団
体
に
上
る
。
登
録
し
た
団
体
の
中
に
は
、

が
っ
て
の
事
業
を
通
じ
た
働
き
か
け
に
よ
り
組
織
化

し
活
動
実
績
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
要
綱
制
定
を

機
に
活
動
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
あ
る
。
現
在
、
登
録

し
た
団
体
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
土
地
所
有
者
と

の
調
整
を
進
め
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
本
格
的
な
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
制
度
を
実
効
性
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
に

　
緑
政
局
は
市
民
の
森
等
の
土
地
所
有
者
約
５
０
０

名
に
新
制
度
を
案
内
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
自
ら
の
手
で
管
理
が
で
き

ず
に
い
る
土
地
所
有
者
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

森
に
入
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
見
を
寄
せ
ら
れ
て
い

１
―
空
洞
化
が
進
む
郊
外
部
の
緑

２
―
樹
林
地
を
め
ぐ
る
市
民
と
土
地
所
有
者
の
協
働

３
―
農
地
を
め
ぐ
る
市
民
と
農
家
の
連
携

４
―
市
民
、
農
家
・
地
権
者
、
行
政
の
協
働
か
ら
生

　
　
ま
れ
る
新
た
な
保
全
策

（
注
１
）
農
家
・
土
地
所
有
者
・
市
民
の
呼
称

　
本
稿
で
は
、
農
地
所
有
者
を
「
農
家
」
、
樹
林
地

の
所
有
者
・
権
利
者
を
そ
れ
ぞ
れ
「
土
地
所
有
者
」

「
地
権
者
」
、
農
家
・
樹
林
地
所
有
者
以
外
の
都
市
住

民
を
「
市
民
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
た
、
「
市
民
活
動
」
「
市
民
団
体
」
に
は
、
市
民

の
任
意
団
体
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
公
益
法
人

（
社
会
福
祉
・
教
育
・
医
療
等
）
を
含
む
が
、
企
業

に
つ
い
て
は
市
内
の
活
動
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
本
稿
に
お
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い
。

（
注
２
）
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　
法
律
・
制
度
等
に
よ
る
地
区
指
定
や
公
共
に
よ
る

買
収
な
ど
に
よ
り
保
全
・
活
用
さ
れ
て
い
る
緑
地
・

農
地
・
公
園
等
の
緑
の
空
間
を
さ
す
横
浜
市
の
呼

称
。
緑
地
・
農
地
の
大
部
分
は
民
有
地
で
あ
る
が
、

環
境
・
景
観
保
全
や
食
料
生
産
な
ど
、
市
民
に
と
っ

て
の
公
益
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。

（
注
３
）
市
民
の
森

　
お
お
む
ね
５
h
a
以
上
の
市
民
利
用
が
可
能
な
樹
林

地
を
横
浜
市
が
指
定
し
、
簡
単
な
整
備
の
後
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
保
全
・
活
用
し
て
い
る
制
度
。

市
内
に
2
5
ヵ
所
、
３
８
７
h
a
を
指
定
し
て
い
る
（
平

成
1
3
年
度
末
現
在
）
。

写真一1　「新治里山講座」における樹木の
　　　　　間伐作業（緑区新治市民の森）
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る
。
一
方
で
反
対
意
見
の
主
な
も
の
は
、
「
既
得
権

を
主
張
さ
れ
る
」
、
「
市
民
の
け
が
等
に
対
す
る
不

安
」
、
「
樹
林
の
手
入
れ
方
法
を
知
ら
な
い
の
で
は
？
」

な
ど
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
登
録
し
た
団
体
か
ら
は
、
森
づ
く
り
に

関
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ

と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
の
樹

林
管
理
技
術
の
向
上
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
土

地
所
有
者
の
不
安
の
払
拭
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

②
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
支
援
の
充
実

　
横
浜
市
は
要
綱
制
定
に
よ
っ
て
、
「
市
民
自
ら
が

樹
林
地
保
全
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ

と
を
制
度
化
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
市
民
が

樹
林
地
に
関
わ
る
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
た
こ
と
へ

の
不
安
も
あ
る
。
市
民
の
思
い
は
十
分
で
あ
っ
て
も
、

樹
林
地
を
適
正
に
手
入
れ
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
か
ら

だ
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
き
た
講
座
等
の
開
催

に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
支
援
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
近
年
、
公
益
的
な
活
動
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
注

４
）
人
が
顕
著
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
樹

林
地
保
全
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
は
、
専
門
性
や
柔
軟
性
、
迅
速
性
、
多
様
な
財
源

や
人
材
を
活
用
で
き
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
に
は
、
行
政
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
協
働
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

「
協
働
」
す
る
に
は
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
こ
そ
実
効
性
が

-

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
そ
の
役
割
を
整
理
し
て
み
た

い
（
図
１
）
。

③
―
里
山
の
資
源
循
環
に
新
し
い
価
値
を
創
る

　
里
山
（
注
５
）
保
全
を
す
る
と
必
ず
発
生
す
る
の

が
、
間
伐
材
な
ど
で
あ
る
。
樹
林
地
に
か
つ
て
の
よ

う
な
用
材
林
や
薪
炭
林
と
し
て
の
経
済
価
値
は
期
待

で
き
な
い
た
め
、
間
伐
材
等
の
ほ
と
ん
ど
は
使
い
道

が
な
く
、
森
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
「
森
の
資
源
」
を
加
工
し
利
用
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
価
値
を
見
出
し
、
貴
重
な
資
源
と
し
て
地
域
で

循
環
さ
せ
な
が
ら
、
か
つ
経
済
性
を
生
む
た
め
の
し

く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
平
成
1
5

年
度
か
ら
「
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
」

は
、
「
森
の
資
源
を
活
用
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
加

え
、
「
市
民
に
よ
る
里
山
育
成
事
業
」
に
事
業
名
を

変
更
し
て
、
中
期
政
策
プ
ラ
ン
の
重
点
施
策
と
し
て

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３
一
農
地
を
め
ぐ
る
市
民
と
農
家
の
連
携

①
―
農
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
「
は
ま
農
楽

　
　
（
の
～
ら
）
」

●
大
人
気
の
市
民
農
業
大
学
講
座

　
緑
政
局
農
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
９
年
度
か
ら
「
市
民
農
業
大
学
講
座
」
を
開
設
し

て
き
た
。
現
在
は
一
年
間
に
野
菜
や
花
の
栽
培
の
基

礎
を
学
ぶ
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
全
1
0
回
）
と
と
も

に
、
２
年
制
の
講
座
と
し
て
、
１
年
次
は
栽
培
の
基

礎
を
2
0
回
に
わ
た
っ
て
学
び
、
２
年
次
は
２
～
３
人

に
分
か
れ
て
の
本
格
的
な
農
家
実
習
が
中
心
と
な
る

実
践
コ
ー
ス
（
全
1
0
回
）
を
設
け
て
い
る
。
近
年
は

計
7
0
名
の
定
員
に
数
倍
の
応
募
が
あ
る
ほ
ど
人
気
が

森づくりボランティア団体育成・支援要綱のしくみ図一１

特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑦
横
浜
な
ら
で
は
の
新
し
い
協
働
事
業
の
展
開
を
考
え
る

○行　政：制度やしくみをつくる。こ

　こでいう「森づくりボランティア団

　体支援・育成要綱」の制定。また、

　社会的信用を生かして、土地所有者

　との土地使用等の契約（土地の担保）

　や市民と土地所有者の仲介する（要

　綱に基づく同意を得る）。

ＯＮＰＯ法人：個々の森づくりボラン

　ティア団体への技術支援､情報提供、

　コンサルティング。団体をつなげ、

　団体どうしで支援し合うしくみをつ

　くる。技術やノウハウの交換などが

　できるネットワークづくり。団体と

個人をつなげる。

○森づくりボランティア団体：自らの

　手によって樹林地の保全を行う。主

　体者。担い手。技術等の継承

○土地所有者：ボランティアを受け入

　れる。樹林地を開発せず保全を選ぶ。
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高
い
。

　
開
設
か
ら
５
年
を
経
て
、
実
践
コ
ー
ス
の
修
了
生

は
３
０
０
名
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
講
座
修
了
後
、

参
加
者
は
「
農
体
験
リ
ー
ダ
ー
」
の
称
号
を
得
て
、

経
験
を
生
か
し
て
、
農
家
へ
の
援
農
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
た
は
パ
ー
上
雇
用
）
、
地
域
で
の
耕
作
・
緑
化

活
動
、
市
民
農
園
で
の
耕
作
な
ど
、
各
種
の
農
の
活

動
を
始
め
て
い
る
（
注
６
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
個

人
で
は
活
動
の
場
や
農
家
と
の
接
点
が
見
い
だ
せ

ず
、
学
ん
だ
技
術
や
活
動
へ
の
意
欲
が
生
か
せ
な
い

ヶ
Ｉ
ス
も
少
な
く
な
い
。

●
自
主
活
動
組
織
「
は
ま
農
楽
」
の
誕
生

　
そ
こ
で
、
修
了
生
の
情
報
交
換
と
交
流
活
動
の
場

を
広
げ
よ
う
と
、
自
主
活
動
組
織
「
横
浜
農
と
緑
の

会
」
（
愛
称
「
は
ま
農
楽
（
の
～
ら
）
」
）
が
平
成
1
4

年
春
に
結
成
さ
れ
た
。
講
座
修
了
生
の
半
数
近
く
の

約
１
４
０
名
が
会
員
と
な
り
、
会
報
の
発
行
の
ほ
か
、

農
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
の
実
習
は
場
で
さ

ら
に
技
術
研
修
を
重
ね
、
農
家
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
有
志
が
援
農
に
出
か
け
る
と
い
っ
た
活
動
を
し
て

い
る
（
写
真
２
）
。

　
会
員
の
参
加
の
動
機
は
、
「
自
分
で
耕
作
で
き
る

農
地
を
見
つ
け
た
い
」
「
農
家
で
働
き
た
い
」
「
広
い

大
地
の
風
景
の
中
で
汗
を
流
し
た
い
」
な
ど
多
様
だ

が
、
全
員
が
２
年
間
の
講
座
を
共
有
し
て
い
る
。
講

師
農
家
と
の
お
付
き
合
い
を
通
じ
て
都
市
農
業
の
生

身
の
姿
を
知
り
、
農
産
物
や
農
業
経
営
へ
の
理
解
を

深
め
る
な
ど
、
都
市
生
活
の
日
常
で
は
得
ら
れ
な
い

経
験
を
重
ね
て
き
た
。
会
員
間
に
は
、
自
分
か
ち
の

活
動
が
農
家
や
地
域
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
役
に
立
ち

た
い
、
そ
の
た
め
の
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
な
い
、
と

い
う
共
通
の
考
え
方
が
浸
透
し
た
。
都
市
農
業
の
理

解
者
・
応
援
団
と
し
て
従
来
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
市

民
活
動
の
形
態
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
最
近
は
、
会
員
が
野
菜
・
果
樹
・
花
き
な
ど
の
部

門
ご
と
に
班
を
つ
く
り
、
個
人
で
な
く
チ
ー
ム
で
農

家
へ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
体
制
を
め
ざ
し
て
い

る
。
援
農
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
て
も
、
趣
味
の

農
作
業
で
は
な
く
プ
ロ
の
農
家
の
生
産
の
一
部
を
担

う
も
の
で
あ
り
、
作
物
の
生
育
適
期
に
作
業
を
進
め

な
け
れ
ば
収
穫
物
の
品
質
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
。

農
家
の
要
請
と
天
候
の
変
動
等
に
対
応
で
き
る
チ
ー

ム
体
制
は
、
農
家
の
信
頼
を
高
め
、
参
加
者
の
負
担

を
分
散
で
き
る
活
動
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

②
―
趣
味
の
農
園
耕
作
か
ら
公
益
的
な
市
民
活
動
へ

●
個
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
へ
と
広
が
る
耕
作
活
動

　
は
ま
農
楽
か
た
ど
り
着
い
た
ス
タ
イ
ル
は
、
他
の

耕
作
活
動
に
も
通
じ
る
。
市
民
に
よ
る
耕
作
は
、
個

人
の
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
菜
園
耕
作
が
古
く
か
ら

主
流
だ
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る
公
的
な
市
民
農
園
の

区
画
規
模
の
拡
大
や
、
地
域
や
施
設
で
の
農
作
業
体

験
、
学
童
農
園
や
体
験
水
田
の
運
営
等
に
は
、
植
え

付
け
や
収
穫
な
ど
農
繁
期
の
作
業
に
多
く
の
人
手
が

集
中
的
に
必
要
と
な
る
。
耕
作
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
、
同
好
の
有
志
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
作
業
の

方
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
近
年
で
は
、
農
家
の
指
導
の
下
に
一
反
（
1
0
0

0
㎡
）
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
、
福
祉
施
設
や
学
校

教
育
と
も
連
携
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
や
、
地
域
活
動

や
環
境
問
題
か
ら
発
展
し
て
農
作
業
を
体
験
す
る
よ

う
な
団
体
が
生
ま
れ
、
多
様
な
目
的
や
形
態
で
市
民

活
動
の
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
（
写
真
３
）
。

　
市
民
の
耕
作
は
、
個
人
の
私
的
活
動
か
ら
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
公
益
的
活
動
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

横
浜
市
の
農
政
は
、
市
民
農
業
大
学
講
座
か
ら
市
民

自
主
活
動
組
織
の
立
ち
上
げ
を
経
て
、
次
に
は
市
民

の
多
様
な
農
の
活
動
を
誘
導
し
支
援
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

●
相
互
の
交
流
と
連
携
が
必
要

　
耕
作
を
楽
し
も
う
と
す
る
市
民
の
側
に
は
、
各
地

に
散
在
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
連
携
し
て
課
題
解

決
に
あ
た
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
耕
作
・
活
動
の

場
が
な
い
と
す
る
悩
み
な
ど
、
農
地
に
か
か
る
権
利

関
係
や
ニ
ー
ズ
の
調
整
は
、
個
別
の
利
害
を
つ
き
あ

わ
せ
る
だ
け
で
は
解
決
せ
ず
、
法
的
な
し
く
み
に
則

っ
た
枠
組
み
や
調
整
が
必
要
と
な
る
（
注
７
）
。
は

ま
農
楽
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
行
政
を
仲
介
す
る
こ

と
で
、
市
民
だ
け
で
は
難
し
い
農
家
と
の
信
頼
関
係

づ
く
り
や
、
情
報
・
技
術
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
支
援
か
受

け
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
農
地
法
に
適
っ
て
い
な

い
「
ヤ
ミ
菜
園
」
か
ら
公
認
の
活
動
へ
と
脱
皮
す
る

道
が
開
け
る
。
市
民
・
行
政
・
農
家
の
こ
う
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
３
者
の
中
間
を
と
り
結
ぶ
機
能

を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ク
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
こ

と
が
、
農
の
分
野
に
お
い
て
も
望
ま
れ
る
。

●
市
民
の
力
が
問
わ
れ
る
「
環
境
特
区
」
の
市
民
農

　
園

　
折
し
も
、
横
浜
市
が
提
案
し
て
い
る
構
造
改
革
特

区
「
環
境
特
区
」
（
注
８
）
に
お
い
て
、
市
民
農
園

を
農
家
個
人
や
市
民
の
個
人
・
団
体
・
法
人
が
一
定

の
ル
ー
ル
の
下
に
開
設
で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
制
度
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
市

民
が
求
め
る
耕
作
の
場
を
自
ら
の
力
で
創
り
だ
す
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
農
業
と
の
権

利
調
整
、
法
制
度
と
の
整
合
、
農
園
の
管
理
運
営
、

利
用
者
へ
の
対
応
な
ど
、
今
ま
で
行
政
が
主
管
し
て

い
た
役
割
と
責
任
を
、
開
設
主
体
で
あ
る
市
民
や
農

家
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
行

（
注
４
）
里
山

　
狭
義
に
は
、
か
つ
て
薪
や
落
ち
葉
を
採
取
す
る
な

ど
、
人
々
の
生
活
と
結
び
つ
い
た
森
林
の
こ
と
を
さ

す
が
、
広
義
に
は
森
や
農
地
、
水
辺
な
ど
が
混
在
し

た
伝
統
的
農
業
の
営
ま
れ
る
地
域
の
こ
と
を
い
う
。

人
の
手
が
適
度
に
加
わ
る
こ
と
で
、
景
観
的
価
値
や

生
物
の
多
様
性
が
確
保
さ
れ
る
。

（
注
５
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
と
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

に
基
づ
い
て
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
団
体
を
さ

し
、
本
稿
で
は
法
人
格
が
な
い
市
民
団
体
・
グ
ル
ー

プ
活
動
等
を
含
め
た
市
民
活
動
全
般
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

と
総
称
し
た
。

（
注
６
）
「
農
業
」
と
「
農
」

　
都
市
農
業
の
う
ち
産
業
に
関
す
る
部
分
を
狭
義
の

「
農
業
」
、
産
業
以
外
の
多
面
的
な
機
能
を
含
め
て
都

市
や
環
境
と
の
関
係
を
語
る
と
き
、
広
い
意
味
で

「
農
」
を
用
い
る
。

（
注
７
）
市
民
農
園
と
農
地
法
の
規
制

　
農
地
法
は
、
農
家
の
資
格
が
な
い
市
民
の
農
地
の

売
買
・
貸
借
を
禁
じ
て
い
る
。
市
民
農
園
の
開
設
は

地
方
公
共
団
体
か
農
業
協
同
組
合
に
限
ら
れ
て
お

り
、
市
民
が
農
家
か
ら
農
地
を
「
借
り
て
」
耕
作
す

る
こ
と
は
法
に
か
な
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
耕
作

地
を
「
ヤ
ミ
菜
園
」
等
と
俗
称
す
る
。

（
注
８
）
環
境
特
区

　
横
浜
市
で
は
構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
基
づ
き
、

市
内
を
「
環
境
特
区
」
と
し
て
、
市
民
農
園
を
農
家

を
は
じ
め
個
人
・
団
体
・
法
人
が
一
定
の
手
続
き
を

経
て
開
設
で
き
る
よ
う
、
特
定
農
地
貸
付
法
お
よ
び

市
民
農
園
整
備
促
進
法
の
規
制
緩
和
を
平
成
1
5
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。

写真一2　「はま農楽」による農家への
　　　　　援農活動（泉区内）
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政
の
規
制
緩
和
ば
か
り
で
な
く
、
農
の
活
動
を
地
域

社
会
に
根
付
か
せ
る
た
め
の
、
市
民
サ
イ
ド
の
力
量

な
の
で
あ
る
。

４

市
民
、
農
家
・
地
権
者
、
行
政
の
協
働
か
ら

生
ま
れ
る
新
た
な
保
全
策

①
―
活
動
の
組
織
化
か
ら
生
ま
れ
る
連
携

　
緑
に
関
わ
る
活
動
は
、
個
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
活
動

に
発
展
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
の
連
携
が
生
ま
れ
て

き
た
。
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
で
は
、
個
人

で
は
実
現
し
に
く
い
里
山
の
活
動
が
市
民
団
体
の
形

を
と
っ
て
広
が
り
、
地
権
者
の
評
価
も
得
て
き
た
の

で
、
市
は
両
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
事
業
化
で
き

た
。
ま
た
、
農
地
を
耕
作
す
る
市
民
の
間
か
ら
は
、

個
人
単
位
の
家
庭
菜
園
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で

広
い
農
地
を
耕
作
す
る
組
織
的
な
活
動
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
里
山
や
農
地
は
基
本
的
に
民
有
地
で
あ
る
た
め
、

行
政
に
は
、
市
民
の
活
動
を
法
制
度
や
政
策
に
整
理

整
合
さ
せ
て
誘
導
し
つ
つ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
市
民
・

地
権
者
を
つ
な
ぐ
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

②
―
地
域
や
公
益
性
へ
の
視
野
を
期
待

　
一
方
で
、
市
民
の
側
に
は
、
地
域
や
自
然
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
社
会
的
視
野
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
山
林
や
農
地
は
、
地
域
ご
と
、
現
場
ご
と
に
権
利

関
係
や
状
況
が
異
な
る
。
そ
こ
に
関
わ
る
市
民
は
、

土
地
所
有
者
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
時
間
を
か
け

て
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
特
に
農
地
は
産

-

業
と
し
て
の
生
産
の
場
で
あ
り
、
市
民
耕
作
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
土
地
利
用
の
ル
ー
ル
の
遵
守
と

と
も
に
、
経
営
・
経
済
と
の
折
り
合
い
が
必
要
と
な

る
。

　
ま
た
、
教
育
・
福
祉
分
野
で
は
、
農
体
験
や
里
山

で
の
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
市
民
活
動

と
こ
う
し
た
公
益
活
動
と
の
連
携
に
も
期
待
し
た

い
。
希
望
を
持
つ
施
設
や
団
体
は
数
多
く
聞
か
れ
る

が
、
障
害
者
や
高
齢
者
・
幼
児
な
ど
を
対
象
と
す
る

活
動
で
は
、
実
現
す
る
た
め
の
労
働
力
や
情
報
が
不

足
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
農
や
緑
の
活
動
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
そ
の

成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
し
、
緑
の
保
全
な
ど
の
活

動
目
的
に
対
す
る
理
解
と
支
持
を
地
権
者
や
市
民
に

積
極
的
に
広
め
て
い
く
姿
勢
が
望
ま
れ
る
。

③
―
活
動
の
自
立
化
を
促
す
中
間
支
援
組
織

　
活
動
団
体
の
発
展
に
つ
れ
て
、
活
動
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
資
金
や
事
務
機
能
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
生
じ
て
く
る
。

　
里
山
か
ら
は
経
済
価
値
あ
る
産
物
が
得
に
く
い
た

め
、
活
動
の
資
金
源
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

活
動
の
自
立
化
に
向
け
て
、
行
政
施
策
か
ら
の
支
援

の
他
に
参
加
者
の
自
己
負
担
や
地
域
か
ら
の
応
援
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
農
地
で
の
耕
作
活
動
か

ら
は
季
節
ご
と
に
野
菜
な
ど
の
収
穫
物
が
得
ら
れ
る

の
で
、
心
の
楽
し
み
と
と
も
に
、
産
物
の
対
価
＝
利

用
価
値
に
お
金
を
出
し
や
す
い
。
し
か
し
、
世
間
相

場
の
対
価
だ
け
で
は
活
動
の
経
費
を
捻
出
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
両
者
と
も
、
収
穫
物
の
対
価
だ
け
で
な

く
、
里
山
の
豊
か
な
環
境
や
農
地
の
美
し
い
景
観
な

ど
の
存
在
価
値
に
対
価
を
払
う
考
え
方
が
必
要
と
い

え
る
。
里
山
と
農
地
を
一
体
と
し
て
地
域
に
住
む

人
々
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
地
域
の
自
然
循

環
が
生
き
て
く
る
。
あ
わ
せ
て
、
里
山
と
都
市
生
活

の
間
に
経
済
的
な
循
環
も
生
み
出
す
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

な
経
済
圏
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
。

　
ま
た
、
活
動
団
体
が
相
互
に
協
力
し
、
資
源
や
労

力
の
や
り
と
り
が
行
え
る
と
、
よ
り
充
実
し
た
成
果

が
期
待
で
き
る
。
行
政
か
ら
の
直
接
支
援
だ
け
で
な

く
、
団
体
間
を
つ
な
ぎ
相
互
の
協
力
関
係
を
拡
充
し

た
り
、
活
動
と
地
域
を
柔
軟
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
中
間
的
な
支
援
の
し
く
み
が
望
ま
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
「
中
間
支
援
機
能
」
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
他
分

野
で
は
数
多
く
誕
生
し
て
い
る
が
、
緑
と
農
の
フ

ィ
ー
ル
ド
は
地
域
特
性
が
多
様
な
た
め
、
現
場
へ
の

理
解
と
実
績
を
持
ち
つ
つ
中
間
機
能
が
発
揮
で
き
る

組
織
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

④
―
お
わ
り
に

　
中
期
政
策
プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
未
来
に
引
き
継
ぐ

環
境
資
源
」
を
重
点
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
横
浜
市
は
、

緑
と
農
の
資
源
を
保
全
し
活
用
す
る
し
く
み
づ
く
り

を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
み
で
は
困
難
な
緑

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
継
承
を
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

農
家
や
里
山
の
地
権
者
と
の
協
働
に
よ
り
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
来
る
べ
き
非
成

長
・
拡
大
型
社
会
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
続
く

新
た
な
一
歩
を
、
手
を
携
え
て
踏
み
出
し
た
い
。

<
江
成
＝
緑
政
局
農
政
課
／
田
並
＝
緑
政
局
緑
政

課
／
大
倉
＝
横
浜
農
と
緑
の
会
（
は
ま
農
楽
）
代
表
／

吉
武
＝
（
特
非
）
よ
こ
は
ま
里
山
研
究
所
理
事
>

特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑦
横
浜
な
ら
で
は
の
新
し
い
協
働
事
業
の
展
開
を
考
え
る

写真一3　小学生を迎えての麦刈り

　　　　　(荒井沢緑栄塾、栄区内)

（
注
）
本
稿
の
第
４
節
は
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む

執
筆
者
４
名
の
討
論
を
、
協
働
の
理
念
に
な
じ
む
Ｋ

Ｊ
法
の
手
法
に
よ
り
整
理
し
ま
と
め
た
。

図一2　執筆者の討論を整理したKJ法図解
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